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令和３年第 12回教育委員会定例会会議録 

 

１ 開会宣言  令和３年 10月 26日（火）午後１時 30分 

２ 場  所  三条市役所栄庁舎 中会議室 

３ 出 席 者  長谷川教育長、小林委員、佐藤委員、松井委員、樋󠄀熊委員 

４ 説明のための出席者 

栗林教育部長、野水教育総務課長、平岡子育て支援課長、 

熊倉小中一貫教育推進課長、星教育センター長、 

坂井教育総務課課長補佐、佐藤教育総務課庶務係長 

５ 傍 聴 人  １人 

６ 議 題     

(1) 会議録の承認 

  令和３年第 11回教育委員会定例会会議録 

(2) 報告 

報第１号 令和３年（2021年）三条市議会第３回定例会の概要について 

報第２号 小中一貫教育実施状況について 

(3) 議事 

議第１号 三条市地域子育て支援事業実施要綱等の一部改正について 

(4) 次回教育委員会定例会の日程について 

７ 審議の経過及び結果 

(1) 会議録の承認について 

長谷川教育長から令和３年第 11回教育委員会定例会会議録について諮り、承認と決定 

                                            

(2) 報告 

報第１号 令和３年（2021年）三条市議会第３回定例会の概要について 

    栗林教育部長が説明 

    質疑に入るが質疑なく、質疑終結 

報第２号 小中一貫教育実施状況について 

星教育センター長が説明 
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（樋󠄀熊委員） 

  第３回学園長会議について、「不登校傾向の児童生徒にどう寄り添っていくか」が協議

テーマとなっていますが、具体的な対策や取組等について、どのような話合いがされたか

教えてください。 

  また、「一人一人の児童生徒の学力をどう伸ばしていくか」の協議テーマについて、読

解力をどのように伸ばしていくかについても、具体的な対策等を話し合ったのであれば、

その内容について教えてください。 

（星教育センター長） 

  「不登校傾向の児童生徒にどう寄り添っていくか」について、各学園の状況に応じて多

種多様な対策が施されていますが、共通して大きく三つの特徴がありました。一つ目は子

供たちの居場所づくりを推進すること、二つ目は担任教師等が一人で対応するのではなく、

管理職を含めた組織が一丸となって対応するということ、三つ目は、それでもなお解決が

難しい事案については、医療機関などを含めた専門的な機関と相談や連携をしながら解決

策を見いだしていくということです。各学園や各学校での不登校児童生徒の事情は違いま

すが、共通してこれら三つの特徴がありました。 

  読解力を含めた学力の伸ばし方につきましても、各学園で様々な取組が見られましたが、

共通して見られた特徴について申し上げます。各学園で自分たちの弱点を分析し、学園内

の小学校と中学校の教員同士で話合いの場を持ち、積極的に情報共有をしています。また、

ICT の活用も行いながら、教科ごとに対策を検討し実施しているところです。 

                                            

(3) 議事 

議第１号 三条市地域子育て支援事業実施要綱等の一部改正について 

平岡子育て支援課長が説明 

質疑に入るが質疑なく、全員異議なく承認と決定 

                                            

 (4) 次回教育委員会定例会の日程について 

野水教育総務課長から提案があり、教育長が諮り次のとおり決定 
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     〔日時〕令和３年 11月 25日（木）午後１時 30分 

                                            

８ 閉会宣言  午後１時 46分 

    三条市教育委員会会議規則第 38 条及び第 39 条の規定により、会議の顛末を記載してここ

に署名する。 

                        三条市教育委員会 

                         教育長 長谷川 正 二 

 


